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よく知られているドイツの百科事典は『ブロックハ
ウス』と『マイヤー』である。このうち、『ブロックハ
ウス』の初版の第１巻は1796年、『マイヤー』の初版の
第１巻は1840年にでた。『ブロックハウス』200周年の
1996年には記念事業として第20版が刊行された。関西
学院大学図書館には『ブロックハウス』は第14版以降、
『マイヤー』は第５版以降がある。
『ブロックハウス』も『マイヤー』も初版はながら
く入手不可能とされてきた。ヨーロッパでも古書市場
にでまわることがほとんどなかった。しかし、数年前、
神戸丸善がドイツの古書市場で売りにだされたのを確
保し、昨年、最終的に関西学院大学が購入した。現在、
大学図書館で閲覧できる。
『マイヤー』初版は第１巻の扉にあるように（写真1
参照）、ヨーゼフ・マイヤーを編集責任者として、1840
年にヒルトブルクハウゼンで出版された。ヒルトブル
クハウゼンは中部ドイツのチューリンゲン地方にある
小都市である。いまでは人口1万ほどの地方都市である
が、かつては（1680年から1826年まで）「ザクセン・ヒ
ルトブルクハウゼン公国」の首都であり、公国の首都
として小さいながらも一つの文化都市であった。ヨー
ゼフ・マイヤーはこのヒルトブルクハウゼンで出版業
を営んでいた。もともとはゴータの出身であった。
1796年５月９日にゴータで生まれ、30歳のとき出版業
にはいり、古典の廉価版の出版で成功をおさめ、のち
にヒルトブルクハウゼンに移った。
マイヤーが百科事典の刊行を構想したとき、ドイツ
にはすでに『ブロックハウス』が広く流布していた。
そればかりか『ブロックハウス』に対抗して『エルシュ・
グルーバー』と『ピーラー』という二つの新しい百科
事典が刊行中であった。したがって新規に百科事典を
出版することは無謀ともいえた。
しかしマイヤーは考えた。『ブロックハウス』も『エ
ルシュ・グルーバー』も、また『ピーラー』も、あま
りにも水準が高く一般向けではない。また価格も高価
で実用的とはいえない。ドイツには、もっと一般向き
の百科事典があってもよい。百科事典の新しい市場の
開拓は可能だ。
こう考えてマイヤーは1830年代、ついに出版に踏み
切る。1840年に第1巻（第1巻第1分冊 Lieferung は1839年8月
25日刊）をだし、1855年に全52巻が完結した。ただ、こ
の52巻が順番に刊行されたのではなかった。1840年か
ら1853年にかけて第1巻から第23巻まで（ＡからＮまで）
を順番に刊行していくのであるが、その途中で、第12
巻と第13巻をだした1848年から、ＯからＺまでの「第2
シリーズ」の刊行が始まる。「第2シリーズ」の第1巻
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（写真2参照）は通算して第24巻となるのであるが、そ
れを第24巻とせずに第1巻としたのは、Ａから始まりＮ
で終わる最初のシリーズが全部で何巻になるか予測が
つかなかったからである。第2シリーズの第1巻の扉に
は Zweite Abtheilung: O bis Z. - Erster Band とある
が、「第1シリーズ」に相当する1840年刊行の第1巻には
単に Erster Band とあって「第1シリーズ」の表記がな
い。これも、もともと第2シリーズを想定していなかっ
たからである。この「第１シリーズ」の最終巻（第23
巻）は1853年、第2シリーズ最終の第15巻は1852年にで
た。そして、本巻全体が完結した1853年から「補巻」
（Supplement-Band）の刊行が始まり、２年後の1855年
に全6巻で完結した（写真3参照）。ただし、補巻第6巻
は223頁までが本編で、235頁に相当する頁からは索引
である。しかし、索引には頁がついていない。ただ、
補巻の最後の部分に「別巻」に集成されている銅版画
のリストがある。
さきに『マイヤー』初版全52巻と書いたが、正確に
は全52冊というべきで、第1シリーズ23巻と第2シリー
ズ15巻を合計すれば38巻、これに補巻6巻をあわせても
44巻にしかならないのは、いくつかの巻に分巻がある
からである。たとえば、第4巻と第7巻はそれぞれ4分巻
で刊行された。つまり本巻が46冊で補巻が6冊、あわせ
て52冊ということになる。そして、これに「別巻」の7
冊が続く。総計59冊である。関西学院大学図書館では、
本巻・補巻・別巻に1から59までの通し番号をつけた。
いちばん確実な方法である。
このたび関西学院大学が購入した『マイヤー』初版
が貴重なのは、もとより本巻と補巻の項目の内容それ
自体によるが、じつはそれだけではない。別巻の7冊に
集成された図版や地図などの「付録」もきわめて貴重
である。『マイヤー』初版に「付録」がつくことは1840
年に刊行された第1巻の扉に「予告」されていた（写真
1参照）。写真が小さいので分かりにくいが、ほぼ中央
の仕切り線のすぐ下に「この百科事典には各時代を代
表する人物のポートレート、紹介するにあたいする景
観、都市と市街地の地図、地理・統計・歴史・宗教に
関する資料、自然史と工芸技術に関する図版が付録と
してつく」とある。この「予告」は各巻で繰り返された。
別巻は7巻で構成され、3部（Abtheilung）に分けら
れた。第1部の4巻、つまり、関西学院大学図書館の通
し番号でいえば第53冊目から第56冊目までの4冊が「人
物と景観」の図版である。ここに、ドイツのライン地
方にある古都「アーヘン」からスイスのヴィルトハウ
スに現存する「ウルリヒ・ツヴィングリ生誕の家」ま
で、大量の銅版画がキーワードのアルファベット順に
集成されていて壮観である。つまりは写真がなかった
時代のことなので、写真のかわりなのであるが、いま
では一葉一葉が貴重な芸術作品といってよい。第2部は
1巻のみ（第57冊目）。これは「地図の巻」であって、
「アドリア海とその沿岸地方」からドイツ南西部の「ヴュ
ルテンベルク」まで、19世紀中葉までに調査された地
勢と地形と市街地の集成であり、いまでは歴史地図と
して高い価値をもつ。最後の第3部は第58冊目と第59冊
目。「農業」から「植虫類」までの「自然史と工芸技術」
に関する図版である。とくに当時の器具や道具に関す
る詳細な図版（写真4参照）は自然科学と技術の歴史の
貴重な資料である。この最後の2冊は、いまであれば
「自然科学と工業・手工業」の巻とよばれたであろう。
別巻には刊行年が記載されていないので、本巻・補
巻と並行して刊行されたものか、あるいは補巻完結後
の1855年以降に刊行されたものかは不明である。もし、
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写真3
6. Supplement-Bd.（1855）
写真4
Stahlstiche 7, M icroscope
1855年以降とすれば、ヨーゼフ・マイヤーは翌1856年6
月27日にヒルトブルクハウゼンで死亡しているので、
生前に全59冊をみることなく没したことになる。
ヨーゼフ・マイヤーが60歳で死亡して、1856年、息
子ヘルマンが事業を引き継いだ。ヘルマンの最初の事
業は『マイヤー』の「新版」（事実上の改訂版）を出版
することであった。これが1857年から1860年にかけて
刊行された全15巻の『新マイヤー』である。『マイヤー』
も『新マイヤー』もきわめて好評であった。1861年か
ら67年にかけて出版された『新マイヤー』第2版などは
印刷予定の４万セットのうち、3万9700セットが事前の
予約注文ではけた。それだけ購買層が広く存在してい
た訳である。この潜在的な需要を探りあてたヨーゼ
フ・マイヤーは単なる出版業者ではなく、19世紀にお
ける出版産業の企業家として20世紀の情報社会を先取
りしていたといえる。ドイツ言語文化はオーストリア
もスイスも含むので一概にはいえないのであるが、『マ
イヤー』初版の刊行が開始された1840年のドイツ
（D eutscher Bund）の人口は約3,000万人であったから、
『マイヤー』の評判をきいて、平均して1,000人に一人が
『新マイヤー』を予約したことになる。
ところで、一般に百科事典とは「引く」ためのもの
である。百科事典には特定の事物、人物、事件、地名
など、さまざまな項目がアルファベット順にならべら
れている。たとえば、関西学院大学の所在地の「西宮」
はドイツの百科事典では「Nishinomiya」で引くことが
できる。すこし前までは「Nischinomija」であった。内
容は『マイヤー』でも『ブロックハウス』でも異同は
ない。最近の版で引いてみると、人口40万、阪神間の
住宅都市、日本酒の産地、「K ansei-U niversität の所在
地」とある。ドイツ語では複母音 ei は「アイ」と発音
されるので、これでは「西宮は関西大学の所在地」と
いうことになってしまう。
このように異文化に関する項目には（どの国の百科
事典でも）大なり小なり問題があり、ときには偏見を
生むような記述を含む。しかし、こうした誤解、もし
くは誤った情報それ自体が、一つの情報なのである。
つまり百科事典は最新の情報を含むが、この最新の情
報とは「その段階で正しいと判断されて印刷された情
報」を意味するにすぎない。出版社はつねに最新の情
報を盛り込んだ百科事典の刊行に努力する。しかし、
どんなに努力しても、いつかは「古く」なる。では古
くなった百科事典は「お払い箱」になるのか。第2版が
出版されたら初版は破棄してよいのか。第20版があれ
ば第19版は無用か。そうではない。
百科事典が単に「引く」ためのものであれば、最新
版があればよい。だが、初版も第2版も、第18版も第19
版も、刊行された段階で最新の情報を含んでいた。そ
れぞれの版は、それぞれの時代の情報を集大成してい
て、それぞれの版が、それぞれの時代の情報源なので
ある。『マイヤー』初版には「西宮」の項目はない。も
ちろん「神戸」もない。しかし、「堺」や「長門」はあ
る。ここには『マイヤー』の初版が出版された時代の
ドイツ人の日本認識のありかたが間接的に表現されて
いる。
つまり『マイヤー』の初版は19世紀のドイツはもと
よりヨーロッパのキリスト教世界に関する、ありとあ
らゆる情報の集大成である。それは1855年に埋められ
たタイムカプセルにほかならない。それもヨーロッパ
に関する項目だけではない。たとえば「日本」。「日本」
（J apan）の項は1850年刊の第1シリーズ第16巻に詳細な
参考文献とともに採録されているが、1854年刊行の補
巻第4巻に「より最新の情報」（neuere Nachrichten）
を提示する、との断り書きをつけて、ふたたび採録さ
れた。前年の嘉永6年（1853）の「ペリー来航」のひと
つの「所産」である。
このように『マイヤー』の初版は、19世紀中葉のド
イツ人が自己と他者について如何なる認識をもってい
たかを示す。『マイヤー』の初版はかつては「引く」も
のであった。しかし、いまでは「読む」ものとなった。
百科事典は新版がでたからといって旧版を破棄するの
はもったいない。関西学院大学図書館はまたひとつ重
要な情報源を手に入れたことになる。
ちなみにヘルマンの子、ヨーゼフの孫のハンス・マ
イヤーは地理学者・出版業者として著名であるが、
1889年にはじめてキリマンジャロを征服したことで知
られている。
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